
一
、
は
じ
め
に

本
稿
は
、
一
二
世
紀
中
末
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
唐
物
語
』
の
複
合
動

詞
語
彙
の
構
成
を
概
観
し
、
ま
た
個
々
の
複
合
動
詞
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
複
合
動
詞
語
彙
の
史
的
研
究
を
行
う
一
階
梯
と
す

る
。
具
体
的
に
は
、
①
平
安
時
代
の
文
献
に
現
れ
る
複
合
動
詞
語
彙
と
の
一
致

度
は
ど
の
く
ら
い
か
、
②
鎌
倉
時
代
前
半
の
文
献
に
現
れ
る
複
合
動
詞
語
彙
と

の
一
致
度
は
ど
の
く
ら
い
か
、
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
唐
物
語
』

の
複
合
動
詞
語
彙
を
、
時
代
や
文
章
ジ
ャ
ン
ル
と
い
っ
た
観
点
か
ら
考
察
す

る
。
ま
た
、
個
々
の
複
合
動
詞
に
つ
い
て
、
問
題
と
な
る
い
く
つ
か
の
語
例
を

検
討
し
、
時
代
や
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る
相
違
を
考
察
す
る
。

『
唐
物
語
』
を
対
象
に
し
た
理
由
は
、
ま
ず
、
成
立
年
代
が
平
安
時
代
と
鎌

倉
時
代
の
境
界
付
近
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
時
代
的
特
徴
が
表
れ
る
の
か
と
い

う
点
、
ま
た
、
文
章
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
も
、「
説
話
」
と
捉
え
ら
れ
た
り
「
歌

物
語
集
」
と
捉
え
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
、
評
価
が
一
定
せ
ず
、
典
拠
と
な
る
中

国
文
献
の
翻
訳
の
問
題
と
も
関
わ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
複
合
動
詞
語
彙
が
用

い
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
、
複
合
動
詞
語
彙
の
史
的
研
究
上
の
課
題
が
あ

る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
（
注
一
）。

「
複
合
動
詞
」
の
定
義
は
、「
動
詞
連
用
形
に
動
詞
が
下
接
し
て
文
法
上
一
語

を
成
す
も
の
」
と
す
る
。
複
数
（
多
く
は
二
語
）
の
動
詞
を
組
み
合
わ
せ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
作
者
や
ジ
ャ
ン
ル
、
時
代
に
よ
る
特
徴
が
現
れ
や
す
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
期
待
が
あ
る
。

二
、『
唐
物
語
』
の
複
合
動
詞
語
彙
の
構
成

用
例
採
集
に
は
池
田
（
一
九
七
五
）
を
用
い
た
。
同
書
の
底
本
は
尊
経
閣
文

庫
本
（
Ａ
類
本
）、
対
校
本
は
宮
内
庁
書
陵
部
本
（
Ｂ
類
本
）
と
清
水
浜
臣
校

板
本
（
Ｃ
類
本
）
で
あ
る
。
同
書
の
見
出
し
語
を
通
覧
し
て
若
干
の
補
訂
を
行

い
、
三
本
で
合
計
二
六
七
語
（
延
べ
三
九
二
語
）
の
複
合
動
詞
を
得
た
。
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こ
れ
を
、
東
辻
他
（
二
0

0
三
）
を
用
い
て
、
平
安
時
代
の
文
献
に
用
い
ら

れ
る
も
の

(
A
類
）
と
そ
う
で
な
い
も
の

(
B
類
）
と
に
分
類
し
た
。
さ
ら

に、

A
類
に
つ
い
て
は
、
①
平
安
時
代
の
文
献
に
ジ
ャ
ン
ル
の
別
な
く
用
い
ら

れ
る
か
、
②
物
語
・
日
記
・
和
歌
の
文
献
だ
け
に
用
い
ら
れ
る
か
、
③
説
話
の

文
献
だ
け
に
用
い
ら
れ
る
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
細
分
し
た
。

比
較
と
し
て
、
他
の
鎌
倉
時
代
の
文
献
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
も
同
様
に
、

刊
行
さ
れ
て
い
る
語
彙
索
引
を
用
い
て
複
合
動
詞
を
収
集
し
、
分
類
し
た
結
果

を
（
表
一
）
に
示
す
（
表
中
の
数
値
は
異
な
り
語
数
、
括
弧
内
は
百
分
率
）
。

な
お
、
「
今
物
語
」
は
三
木
(
-
九
九
八
）
の
本
文
を
通
読
し
て
収
集
し
た
。

こ
こ
で
、
（
表
一
）
の
考
察
に
資
す
る
た
め
、
平
安
時
代
に
成
立
し
た
二
十

二
の
文
献
に
つ
い
て
、
言
語
量
と
複
合
動
詞
語
彙
の
一
致
度
と
の
関
係
を
、
ご

く
簡
単
に
調
査
し
た
結
果
を
述
べ
る
。

文
献
の
言
語
量
に
つ
い
て
は
、
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
（
旧
版
）
の
頁
数

を
目
安
と
し
た
。
ま
た
、
複
合
動
詞
語
彙
の
他
文
献
と
の
一
致
度
に
つ
い
て

は
、
東
辻
他
（
二

0

0
三
）
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
算
出
し
た
。
結
果
を
（
表

二
）
に
示
す
。
こ
の
表
で
は
、
文
献
の
言
語
量
の
大
き
い
順
に
配
列
し
て
い

る
。
こ
の
表
か
ら
は
、
「
源
氏
物
語
j

「
今
昔
物
語
集
」
と
い
っ
た
、
規
模
の
大

き
い
文
献
を
除
け
ば
、
用
い
ら
れ
る
複
合
動
詞
の
一
致
度
は
、
概
ね
八
0
％
前

後
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

第
一
に
、
平
安
時
代
の
文
献
と
の
一
致
度
は
ど
う
か
、
と
い
う
点
に
注
目
す

J

の
結
果
は
、

一
見
、
文
献
の
言
語
量
と
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

以
上
を
ふ
ま
え
て
（
表
一
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

る
と
、
今
回
調
査
し
た
文
献
は
以
下
の
二
群
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、

が
高
い
も
の
。
こ
れ
は
「
唐
物
語
」
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
「
方
丈
記
」
「
今
物
語
」

が
当
て
は
ま
る
。
（
表
一
）
の

A
類
の
「
小
計
」
襴
を
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
文

献
で
は
い
ず
れ
も
八
0
％
前
後
の
一
致
度
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
、
（
表

二
）
で
平
安
時
代
の
文
献
同
士
で
算
出
し
た
一
致
度
の
平
均
に
近
く
、
鎌
倉
時

代
に
お
い
て
も
こ
の
数
値
を
示
す
と
い
う
こ
と
は
、
平
安
時
代
の
文
献
と
の
一

致
度
が
高
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
成
立

年
代
や
文
章
ジ
ャ
ン
ル
の
点
か
ら
は
、
明
確
な
共
通
点
を
見
出
し
が
た
い
が
、

少
な
く
と
も
、
平
安
時
代
の
文
献
と
同
程
度
の
一
致
度
を
持
っ
て
い
る
点
で
、

他
の
文
献
と
は
異
な
る
一
群
を
な
す
も
の
と
考
え
る
。
次
に
、
一
致
度
が
低
い

も
の
。
こ
れ
は
「
水
鏡
」
「
無
名
抄
」
「
平
治
物
語
」
「
十
訓
抄
j

「
古
今
著
聞

集
」
「
撰
集
抄
」
が
当
て
は
ま
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
で
は
い
ず
れ
も
七
0
％
前

後
の
一
致
度
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
文
章
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
は

歴
史
物
語
・
歌
論
書
・
軍
記
物
語
・
説
話
で
、
い
わ
ゆ
る
「
和
漢
混
滑
文
」
の

文
献
が
多
い
。
一
致
度
が
高
い
群
と
の
差
は
約
一

0
％
で
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な

差
で
は
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
一
致
度
が
高
い
群
の
中
で
最
も
低
い
七

七
・
一
＝
％
（
「
宇
治
拾
遺
物
語
J

)

と
、
一
致
度
が
低
い
群
の
中
で
最
も
高
い
七

ニ
・
九
％
（
「
無
名
抄
」
）
と
の
差
四
•
四
％
は
、
両
群
の
内
部
に
お
け
る
ど
の

差
よ
り
も
大
き
く
、
落
差
の
大
き
い
段
差
に
な
っ
て
お
り
、
両
群
を
分
け
る
目

安
と
し
て
有
効
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

一
致
度
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る
。
す
な
わ
ち
、
一
致
度
が
高
い
グ
ル
ー
プ
は
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
を
除
く

と
、
比
較
的
言
語
量
が
小
さ
い
作
品
で
あ
る
。
小
さ
い
作
品
だ
と
、
用
い
ら
れ

る
複
合
動
詞
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
幅
が
狭
く
な
る
と
い
う
こ
と
か
、
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
言
語
量
の
少
な
い
『
水
鏡
』
や
『
無
名
抄
』
は
一

致
度
が
低
い
の
で
、
一
概
に
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

第
二
に
、（
表
一
）の
Ａ
類
、つ
ま
り
平
安
時
代
の
文
献
に
用
い
ら
れ
る
も
の

の
う
ち
、文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
注
目
す
る
と
、今
回
調
査
し
た
文
献
は
以
下
の
三
群

に
分
け
ら
れ
る
。ま
ず
、和
文
系
統
の
も
の
。こ
れ
は『
唐
物
語
』『
方
丈
記
』『
無

名
抄
』『
今
物
語
』『
十
訓
抄
』『
撰
集
抄
』が
当
て
は
ま
る
。
こ
れ
ら
は
、平
安

時
代
和
文
の
み
と
の
一
致
度（
Ａ
②
）が
概
ね
二
〇
％
以
上
で
あ
る
の
に
対
し
、

平
安
時
代
説
話
の
み
と
の
一
致
度
（
Ａ
③
）は
約
四
〜
七
％
と
低
い
。次
に
、説

話
系
統
の
も
の
。こ
れ
は『
水
鏡
』『
宇
治
拾
遺
物
語
』が
当
て
は
ま
る
。こ
れ
ら

は
、
平
安
時
代
和
文
の
み
と
の
一
致
度
（
Ａ
②
）
は
一
四
〜
一
五
％
で
、
そ
れ

ほ
ど
高
く
な
い
一
方
、
平
安
時
代
説
話
の
み
と
の
一
致
度
（
Ａ
③
）
は
そ
れ
ぞ

れ
一
二
・
五
％
、
一
四
・
八
％
で
あ
る
。
そ
し
て
、
右
の
い
ず
れ
に
も
当
て
は

ま
ら
な
い
も
の
。
こ
れ
に
は
『
平
治
物
語
』『
古
今
著
聞
集
』
が
当
て
は
ま
る
。

以
上
を
総
合
す
る
と
、『
唐
物
語
』
の
複
合
動
詞
語
彙
は
、
平
安
時
代
の
文

献
に
用
い
ら
れ
る
複
合
動
詞
語
彙
を
基
幹
と
し
つ
つ
、
和
文
寄
り
の
複
合
動
詞

語
彙
を
用
い
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
傾
向
は
、
成
立
年
代
が
下
る
『
今
物

語
』
で
も
同
様
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
同
じ
文
章
ジ
ャ
ン
ル
を
形
成
し
て

い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
（
注
二
）。
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撰
集
抄(

13
Ｃ
後
半)

古
今
著
聞
集

十
訓
抄

今
物
語

平
治
物
語

無
名
抄

方
丈
記

宇
治
拾
遺
物
語

水
　
鏡

唐
物
語(

12
Ｃ
後
半)

文
　
献

290(

41.8
％)

521(

40.1
％)

419(

43.7
％)

92(

54.1
％)

179(

48.0
％)

89(

41.6
％)

30(

48.4
％)

661(

48.2
％)

142(

44.2
％)

141(

52.8
％)

①

Ａ
　
　
　
　
　
類

146(

21.0
％)

236(

18.2
％)

173(

18.0
％)

36(

21.1
％)

38(

10.2
％)

57(

26.6
％)

18(

29.0
％)

195(

14.2
％)

48(

15.0
％)

54(

20.2
％)

②

39(

5.6
％)

154(

11.8
％)

65(

6.8
％)

12(

7.1
％)

33(

8.8
％)

10(

4.7
％)

3(

4.8
％)

203(

14.8
％)

40(

12.5
％)

17(

6.4
％)

③

475(

68.4
％)

911(

70.1
％)

657(

68.5
％)

140(

82.4
％)

250(

67.0
％)

156(

72.9
％)

51(

82.3
％)

1059(

77.3
％)

230(

71.7
％)

212(

79.4
％)

小
計

219(

31.6
％)

389(

29.9
％)

302(

31.5
％)

30(

17.6
％)

123(

33.0
％)

58(

27.1
％)

11(

17.7
％)

311(

22.7
％)

91(

28.3
％)

55(

20.6
％)

Ｂ

類

694 1300 959 170 373 214 62 1370 321 267 合
計

（
表
一
）

（
表
二
）

文献名
岩　波
旧大系
頁　数

複合動詞
語彙の
一致度

源氏物語 2118 66.2%
今昔物語集 1913 47.2%
宇津保物語 1356 67.7%
栄花物語 954 65.6%
狭衣物語 439 80.7%
夜の寝覚 358 77.9%
枕草子 290 70.2%
浜松中納言物語 288 73.1%
大鏡 251 81.0%
蜻蛉日記 219 76.1%
落窪物語 206 83.0%
大和物語 136 83.8%
伊勢物語 77 93.7%
紫式部日記 67 77.1%
堤中納言物語 65 86.4%
平中物語 56 88.2%
更級日記 56 89.7%
和泉式部日記 48 89.7%
竹取物語 39 79.0%
土佐日記 33 81.9%
梁塵秘抄口伝集 31 76.9%
篁物語 13 92.3%



打
笑
•
四
）
•
お
も
ひ
い
づ
（
思
出
・
下
二
）
•
お
も
ひ
や
る
（
思
遣

①
 

―
つ
腹
に
お
は
し
き
。
其

A
①
 【
三
回
】
(
-
四
語
）

平
安
時
代
の
文
献
に
お
け
る
「
あ
ひ
ぐ
す
」

A
②
 み
る
（
返
見
・
上
一
）
・
た
づ
ね
と
ふ
（
尋
問
•
四
）

と
ぢ
こ
む
（
閉
籠
・
下
二
）

う
ち
み
る
（
打
見
・
上
一
）
・
う
ち
わ
ら
ふ
（
打
笑
•
四
）
・
う
ち
ゑ
む

0
「
配
偶
者
卜
連
レ
添
ウ
」
意
（
自
動
詞
用
法
）

伏
見
の
修
理
の
大
夫
俊
綱
と
聞
え
し
人
も
、

A
①
お
も
ひ
と
る
（
思
取
•
四
）
・
か
く
れ
ゐ
る
（
隠
居
・
上
一
）
・
か
へ
り

る
（
思
知
•
四
）

【
四
回
】
（
五
語
）

A
①
あ
ひ
ぐ
す
（
相
具
・
サ
変
）
•
お
は
し
ま
す
（
御
座
•
四
）
•
お
も
ひ
し

【
六
回
】
（
三
語
）

A
①
 

平
安
時
代
の
文
献
に
見
ら
れ
る
も
の
ー
ー
「
あ
ひ
ぐ
す
」
の
検
討

あ
ひ
み
る
（
逢
／
相
見
・
上
一
）

A
①
 【

七
回
】
（
二
語
）

あ
か
し
く
ら
す
（
明
暮
•
四
）
・
た
ち
か
へ
る
（
立
返
•
四
）

【
九
固
】
（
一
語
）

： 
観

先
述
の
通
り
、
「
唐
物
語
j

の
複
合
動
詞
語
彙
は
異
な
り
で
二
六
七
語
、
延

べ
で
三
九
二
語
で
あ
り
、
使
用
回
数
を
平
均
す
る
と
一
語
に
つ
き
約
一
・
五
回

に
な
る
。
い
ま
便
宜
上
、
三
回
以
上
用
い
ら
れ
る
も
の
を
使
用
回
数
の
多
い
順

に
並
べ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

概
三
、
『
唐
物
語
」
の
複
合
動
詞
の
検
討

B
 

四
）
・
か
き
っ
く
（
書
付
・
下
二
）
•
こ
ひ
わ
ぶ
（
恋
佗
・
上
二
）
・
た
え
い

る
（
絶
入
•
四
）
・
た
づ
ね
も
と
む
（
尋
求
・
下
二
）

A
②
 い

ど
み
い
ふ
（
挑
言
•
四
）
・
か
く
れ
ま
ど
ふ
（
隠
惑
•
四
）
・
ほ
ろ
ぼ
し

う
し
な
ふ
（
滅
失
•
四
）

使
用
回
数
が
多
い
も
の
は
ほ
ぼ

A
①
類
で
、
平
安
時
代
の
文
献
に
ジ
ャ
ン
ル

の
別
な
く
用
い
ら
れ
る
複
合
動
詞
で
あ
る
。
但
し
、
使
用
回
数
が
三
回
ま
で
下

が
っ
て
く
る
と
、

B
類
の
複
合
動
詞
が
散
見
す
る
よ
う
に
な
る
。

: 前
節
の
（
表
こ
の
検
討
か
ら
、
「
唐
物
語
j

の
複
合
動
詞
語
彙
は
和
文
的

で
あ
る
と
分
析
し
た
が
、

A
①
類
の
中
に
は
平
安
時
代
の
文
献
と
は
異
な
る
様

相
を
示
す
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
使
用
回
数
が
多
い
も
の
か
ら
「
あ
ひ
ぐ

す
（
相
具
・
サ
変
）
」
を
取
り
上
げ
、
検
討
を
加
え
る
。

平
安
時
代
の
文
献
で
「
あ
ひ
ぐ
す
」
が
用
い
ら
れ
る
も
の
は
「
今
鏡
」
（
一

例
）
「
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
」
（
七
例
）
「
今
昔
物
語
集
」
（
六
五
例
）
で
、
全
七
三

例
が
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
平
安
時
代
も
末
期
の
作
品
で
あ
る
と
い
う
点
が
注

意
を
惹
く
。
以
下
、
意
味
用
法
を
分
か
ち
、
用
例
を
掲
げ
る
。

す
み
わ
た
る
（
澄
渡
•
四
）
・
た
ち
わ
か
る
（
立
別
・
下
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の
御
母
は
、
贈
二
位
讃
岐
守
俊
遠
1と
＿あ
＿ひ
＿具
＿し

給
へ
り
け
れ
ば
、
俊
綱
の

君
御
子
に
お
は
し
け
れ
ど
、
け
ざ
や
か
な
ら
ぬ
程
な
り
け
れ
ば
に
や
、
な

を
俊
遠
の
ぬ
し
の
子
の
定
に
て
、
橘
俊
綱
と
て
ぞ
お
は
せ
し
。（
今
鏡
・
ふ

ぢ
な
み
の
上
　
第
四
・
伏
見
の
雪
の
朝
）

こ
の
例
は
、「
俊
綱
の
母
」
が
「
俊
遠
」
と
連
れ
添
っ
て
い
た
の
で
、
俊
綱

は
俊
遠
の
子
と
し
て
あ
っ
た
、
と
い
う
例
で
、「
あ
ひ
ぐ
す
」
は
「
配
偶
者
ト

連
レ
添
ウ
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
意
味
用
法
の
用
例
は
他

に
は
な
い
が
、「
配
偶
者
ヲ
持
ツ
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
た
例
と
し
て
は
、

以
下
の
用
例
②
〜
④
が
見
ら
れ
る
。

○
「
配
偶
者
ヲ
持
ツ
」
意
（
他
動
詞
用
法
）

②
　
清
経
、
目
井
を
語
ら
ひ
て
、
＿相
＿具
＿し

て
年
比
棲
み
侍
け
り
。（
梁
塵
秘
抄

口
伝
集
・
巻
第
十
）

③
　
此
ノ
女
子
、
漸
ク
勢
長
ジ
テ
十
歳
ニ
余
ヌ
。
母
、
此
ヲ
悲
ミ
愛
ス
ル
事

無
限
シ
。
傍
ノ
人
モ
、
此
ノ
女
子
ヲ
見
テ
不
誉
ズ
ト
云
フ
事
無
シ
。
然
レ

ド
モ
、
家
極
テ
貧
ク
シ
テ
、
忽
ニ
夫
1ヲ
令
＿相
＿具
＿ル

事
無
シ
。（
今
昔
物
語

集
・
巻
第
四
　
第
四
十
語
）

④
　
今
昔
、
京
ニ
、
父
母
モ
無
ク
類
親
モ
無
ク
テ
、
極
テ
貧
シ
キ
一
ノ
女
人

有
ケ
リ
。
年
若
ク
シ
テ
形
チ
美
麗
也
ト
云
ヘ
ド
モ
、
貧
シ
キ
ニ
依
テ
、
夫

不
＿相
＿具

シ
テ
寡
ニ
テ
有
リ
。（
今
昔
物
語
集
・
巻
第
十
六
　
第
九
語
）

以
上
、
用
例
①
〜
④
は
男
女
関
係
を
表
す
も
の
で
あ
る
が
、「
あ
ひ
ぐ
す
」

に
は
そ
れ
以
外
の
用
例
も
あ
る
。

○
「
一
緒
ニ
付
ク
」
意
（
自
動
詞
用
法
）

⑤
　
四
五
人
・
七
八
人
、
男
女
あ
り
て
、
今
様
ば
か
り
な
る
時
も
あ
り
、
常

に
在
り
し
者
を
番
に
お
り
て
、
我
は
夜
昼
＿相
＿具
＿し

て
謡
ひ
し
時
も
あ
り
、

又
我
独
り
雑
芸
集
を
ひ
ろ
げ
て
、
四
季
の
今
様
・
法
文
・
早
歌
に
至
る
ま

で
、
書
き
た
る
次
第
を
謡
ひ
尽
く
す
折
も
あ
り
き
。（
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
・

巻
第
十
）

⑥
　
様
の
歌
な
ど
知
ら
ぬ
多
か
り
。
と
よ
り
て
、
こ
れ
ら
三
四
人
1具
1し
て
習

ひ
し
か
ば
、
い
と
違
は
ね
ど
、
各
振
は
似
ぬ
所
も
あ
り
。
＿相
＿具
＿し

て
は
違

は
ね
ど
、
各
違
へ
る
異
振
も
多
か
り
。（
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
・
巻
第
十
）

⑦
　
安
芸
の
厳
島
へ
、
建
春
門
院
1に
＿相
＿具
＿し

て
参
る
事
あ
り
き
。（
梁
塵
秘
抄

口
伝
集
・
巻
第
十
）

⑧
　
大
師
、
其
ヨ
リ
紀
伊
ノ
国
ノ
堺
、
大
河
ノ
辺
ニ
宿
シ
ヌ
。
此
ニ
一
人
ノ

山
人
ニ
会
ヌ
。
大
師
此
事
ヲ
問
給
フ
ニ
、「
此
ヨ
リ
南
ニ
平
原
ノ
沢
有
リ
。

是
其
所
也
」。
明
ル
朝
ニ
、
山
人
、
大
師
1ニ
＿相
＿具
＿シ

テ
行
ク
間
、
蜜
ニ
語

テ
云
ク
、「
我
レ
此
山
ノ
王
也
。
速
ニ
此
ノ
領
地
ヲ
可
奉
シ
」
ト
。（
今
昔

物
語
集
・
巻
第
十
一
　
第
二
十
五
語
）

用
例
⑤
は
、
今
様
を
謡
う
の
に
、
他
の
謡
い
手
は
順
番
だ
が
、
後
白
河
院
自

身
は
ず
っ
と
謡
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
、
と
い
う
例
で
あ
る
。
用
例
⑥
〜
⑧

も
同
様
の
例
で
あ
る
。

ま
た
、
他
動
詞
用
法
と
し
て
は
、
以
下
の
用
例
⑨
〜
⑪
が
あ
る
。

○
「
引
キ
連
レ
ル
」
意
（
他
動
詞
用
法
）
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⑪ 

第
二
十
九
語
）

②
 

監
物
清
経
、
尾
張
に
下
り
し
に
、
美
乃
国
に
宿
た
り
し
に
、
十
二
三
に

て
あ
り
し
時
、
目
井
に
具
じ
て
罷
り
た
り
し
に
、
歌
を
聞
き
て
、
「
め
で

た
き
声
か
な
。
如
何
に
ま
れ
、
末
徹
ら
む
ず
る
こ
と
よ
」
と
て
、
や
が
て

相
具
し
て
京
へ
上
り
て
、
目
井
や
が
て
一
っ
家
に
い
と
ほ
し
く
て
置
き
た

⑩ 
り
し
に
、
…
（
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
・
巻
第
十
）

今
ハ
昔
、
震
旦
ノ
ロ
ノ
代
二
、
都
水
ノ
使
者
二
蘇
長
卜
云
フ
人
有
ケ

リ
。
武
徳
ノ
間
二
、
己
洲
ノ
刺
史
卜
為
リ
。
然
レ
バ
、
蘇
長
、
妻
子
・
春

属
ヲ
相
ヒ
具
シ
テ
彼
ノ
洲
へ
趣
ク
ニ
、
嘉
陵
ノ
江
ノ
中
流
ヲ
渡
ル
間
、
俄

二
風
出
来
テ
既
二
船
没
シ
ヌ
。
（
今
昔
物
語
集
・
巻
第
七

三
蔵
答
テ
宣
ハ
ク
、
「
釈
迦
仏
、
涅
槃
二
入
給
ヒ
ニ
キ
ト
云
ヘ
ド
モ
、

舎
利
ヲ
遺
シ
テ
衆
生
ヲ
導
キ
給
ヘ
リ
」
卜
。
国
王
宣
ハ
ク
、
「
然
ラ
バ
、

其
ノ
舎
利
ハ
相
具
シ
奉
レ
リ
ヤ
」
卜
。
三
蔵
答
テ
宣
ハ
ク
、
「
舎
利
ハ
天

竺
二
在
マ
ス
。
我
レ
不

21奉
ズ
」
卜
。
国
王
宣
ハ
ク
、
「
汝
ガ
云
フ
事
、

毎
事
二
不
当
ザ
レ
バ
我
レ
不
信
ズ
。
何
ヲ
以
テ
カ
舎
利
ノ
有
無
ヲ
知
ラ

ム
」
卜
。
三
蔵
答
テ
宜
ハ
ク
、
「
舎
利
不
具
奉
ズ
ト
云
フ
ト
モ
、
祈
リ
奉

ラ
バ
自
然
ラ
出
御
ス
ル
者
也
」
卜
。
（
今
昔
物
語
集
・
巻
第
六
第
四
語
）

用
例
⑨
は
、
清
経
が
目
井
を
気
に
入
り
、
京
都
に
連
れ
て
来
た
、
と
い
う
例

で
あ
る
。
用
例
⑩
、
⑪
も
同
様
の
例
で
あ
る
。
用
例
⑪
の
よ
う
に
、
人
間
以
外

の
も
の
を
「
持
ッ
テ
ク
ル
」
と
い
う
場
合
に
も
用
い
ら
れ
る
。

以
上
、
平
安
時
代
の
文
献
に
用
い
ら
れ
る
「
あ
ひ
ぐ
す
」
は
、
「
配
偶
者
ト

連
レ
添
ウ
」
、
「
配
偶
者
ヲ
持
ツ
」
、
「
一
緒
二
付
ク
」
、
「
引
キ
連
レ
ル
」
と
い
っ

③
 

①
 

⑨
 

た
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
唐
物
語
」
の
「
あ
ひ
ぐ
す
」

注注――-）

は
、
六
例
す
べ
て
が
「
配
偶
者
卜
連
レ
添
ウ
」
と
い
う
自
動
詞
用
法
で
あ
る
。

「
唐
物
語
」
に
お
け
る
「
あ
ひ
ぐ
す
」

〇
「
配
偶
者
卜
連
レ
添
ウ
」
（
自
動
詞
用
法
）

む
か
し
梁
鴻
と
い
ふ
人
、
孟
光
に
あ
ひ
ぐ
し
て
と
し
ご
ろ
す
み
け
り
。

こ
の
孟
光
、
世
に
た
ぐ
ひ
な
く
み
め
わ
ろ
く
て
、
こ
れ
を
見
る
人
心
を
ま

ど
は
し
て
騒
ぐ
ほ
ど
な
り
け
れ
ど
、
こ
の
夫
を
ま
た
な
き
も
の
に
思
て
か

し
づ
き
う
や
ま
ふ
事
思
に
も
す
ぎ
た
り
け
り
。
（
第
四
話
）

女
が
た
の
父
、
よ
ろ
づ
の
た
か
ら
に
あ
き
み
ち
て
世
の
わ
び
し
き
こ
と

を
し
ら
ざ
り
け
り
。
か
、
れ
ど
も
、
こ
の
わ
び
人
に
あ
ひ
ぐ
し
た
る
事
を

い
と
心
づ
き
な
き
さ
ま
に
思
と
り
て
、
い
か
に
も
む
す
め
の
ゆ
く
ゑ
を
し

ら
ざ
り
け
れ
ど
、
露
ち
り
く
る
し
と
思
は
で
な
ん
年
月
を
す
ぐ
し
け
る
。

（
第
五
話
）

む
か
し
徳
言
と
い
ふ
人
、
陳
氏
と
き
こ
ゆ
る
女
に
あ
ひ
ぐ
し
た
り
け

り
。
か
た
ち
い
と
お
か
し
げ
に
て
心
ば
へ
な
ど
思
さ
ま
な
り
け
れ
ば
、
た

が
ひ
に
あ
さ
か
ら
ず
思
か
は
し
て
と
し
月
を
ふ
る
に
、
思
の
ほ
か
に
世
中

み
だ
れ
て
、
あ
り
と
あ
る
人
た
か
き
も
い
や
し
き
も
さ
な
が
ら
山
は
や
し

に
か
く
れ
ま
ど
ひ
ぬ
。
（
第
十
話
）

用
例
①
は
、
孟
光
が
夫
で
あ
る
梁
鴻
に
大
変
よ
く
仕
え
た
、
と
い
う
例
で
あ

る
。
格
助
詞
「
二
」
を
受
け
て
い
る
。
用
例
②
、
③
も
同
様
の
例
で
あ
る
。
一

方
、
格
助
詞
を
伴
わ
な
い
用
例
も
あ
る
。
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④
　
こ
の
夫
、
蜀
と
い
ふ
国
へ
行
け
る
み
ち
に
、
昇
遷
橋
と
い
ふ
は
し
あ
り

け
り
。
そ
れ
を
あ
ゆ
み
わ
た
る
と
て
、
橋
柱
に
も
の
を
か
き
つ
け
ゝ
り
。

「
我
大
車
肥
馬
に
の
ら
ず
は
又
こ
の
は
し
を
か
へ
り
わ
た
ら
じ
」
と
ち
か

ひ
て
、
蜀
の
国
に
こ
も
り
に
け
り
。
そ
の
ゝ
ち
お
も
ひ
の
ご
と
く
め
で
た

く
な
り
て
な
む
、
橋
を
か
へ
り
わ
た
り
け
る
。
女
、
と
し
ご
ろ
ま
づ
し
く

て
＿あ
＿ひ
＿ぐ
＿し

た
る
か
ひ
あ
り
て
、
し
た
し
き
う
と
き
世
中
の
人
ぐ
も
た
ぐ

ひ
な
く
う
ら
や
み
け
る
。（
第
五
話
）

⑤
　
か
く
て
と
し
月
を
ふ
る
に
、
＿あ
＿ひ
＿ぐ
＿し

た
り
け
る
女
か
ぎ
り
な
く
ま
づ

し
き
す
ま
ゐ
を
た
え
が
た
く
や
思
け
ん
、「
我
も
ひ
と
も
あ
ら
ぬ
さ
ま
に

な
り
て
、
世
を
こ
ゝ
ろ
み
む
」
な
ど
こ
ま
や
か
に
う
ち
か
た
ら
ひ
け
れ

ば
、「
か
く
て
し
も
や
あ
り
は
つ
べ
き
。
こ
と
し
ば
か
り
心
つ
よ
く
あ
ひ

念
ぜ
よ
」
と
よ
ろ
づ
こ
し
ら
へ
け
れ
ど
、
つ
ゐ
に
き
か
で
そ
の
と
し
の
う

ち
に
は
な
れ
に
け
り
。（
第
十
九
話
）

⑥

（
屠
岸
賈
ハ
）
失
を
も
と
め
、
な
き
事
を
い
ひ
つ
け
て
罪
に
を
こ
な
は

る
べ
き
よ
し
を
あ
る
じ
に
い
ひ
け
れ
ど
も
、
も
ち
ゐ
ら
れ
ざ
り
け
れ
ば
、

心
中
に
い
き
ど
を
り
ふ
か
く
て
あ
か
し
く
ら
す
に
、
な
を
休
め
が
た
く
や

お
ぼ
え
け
ん
、
趙
朔
を
は
じ
め
と
し
て
兄
弟
さ
な
が
ら
ほ
ろ
ぼ
し
う
し
な

ひ
て
け
り
。
そ
の
な
か
に
、
と
し
ご
ろ
＿あ
＿ひ
＿ぐ
＿し

た
り
け
る
妻
な
ん
、
ひ

と
り
こ
の
こ
と
に
ま
ぬ
か
れ
に
け
る
。（
第
二
十
話
）

用
例
④
は
、
貧
し
い
夫
が
出
世
す
る
ま
で
我
慢
し
て
連
れ
添
っ
て
い
た
甲
斐

が
あ
っ
た
、
と
い
う
例
で
あ
る
。
用
例
⑤
、
⑥
も
同
様
の
例
で
あ
る
。

『
唐
物
語
』
の
用
例
の
分
布
は
、
平
安
時
代
の
文
献
の
意
味
用
法
の
う
ち
、

「
配
偶
者
ト
連
レ
添
ウ
」
と
い
う
意
味
し
か
受
け
継
い
で
い
な
い
よ
う
に
見
え

る
。
こ
れ
は
偶
然
で
は
な
い
と
考
え
る
。
と
い
う
の
は
、『
唐
物
語
』
に
は
単

独
の
「
ぐ
す
」
の
用
例
が
五
例
あ
る
が
、
そ
の
す
べ
て
が
他
動
詞
用
法
で
「
引

キ
連
レ
ル
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。『
唐
物
語
』
の

作
者
に
お
い
て
使
い
分
け
の
意
識
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
唐
物
語
』
に
お
け
る
「
ぐ
す
」

①
　
鳳
凰
と
い
ふ
鳥
と
び
き
た
り
て
な
む
こ
れ
を
き
ゝ
け
る
。
月
や
う
や
く

西
に
か
た
ぶ
き
て
山
の
は
ち
か
う
な
る
程
に
、
心
や
い
さ
き
よ
か
り
け

ん
、
簫
史
・
弄
玉
ふ
た
り
の
ひ
と
1を
＿ぐ
＿し

て
む
な
し
き
そ
ら
に
と
び
あ
が

り
ぬ
。（
第
十
一
話
）

②
　
け
ふ
ば
か
り
は
御
を
く
り
に
ま
い
る
べ
し
と
い
へ
り
け
れ
ば
、
か
ぎ
り

な
く
う
れ
し
く
お
ぼ
え
て
、
四
人
の
ひ
と
1を
＿ぐ
＿し

つ
ゝ
と
う
宮
の
御
も
と

へ
ま
い
り
ぬ
。（
第
十
七
話
）

③
　
こ
の
女
、
な
に
と
な
く
す
べ
き
こ
と
あ
り
が
ほ
に
も
て
な
し
て
、
身
し

た
し
き
女
房
ひ
と
り
ふ
た
り
1を
＿ぐ
＿し

て
は
し
の
つ
ま
ど
の
う
ち
に
い
り
ぬ
。

（
第
二
十
三
話
）

④
　
こ
の
王
照
君
の
か
た
ち
を
な
ん
見
に
く
き
さ
ま
に
な
む
う
つ
し
た
り
け

れ
ば
、
え
び
す
の
王
給
て
よ
ろ
こ
び
ひ
ら
け
つ
ゝ
、
我
く
に
1へ
＿ぐ
＿し

て
か

へ
る
に
、（
第
二
十
五
話
）

⑤
　
か
ゝ
れ
ど
も
、
心
つ
よ
く
お
も
ひ
た
ち
に
け
れ
ば
、
め
の
と
ご
な
り
け
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こ
の
こ
と
を
考
察
す
る
た
め
に
、
鎌
倉
時
代
の
い
く
つ
か
の
文
献
に
用
い
ら

れ
る
「
あ
ひ
ぐ
す
」
を
、
意
味
用
法
と
受
け
る
格
助
詞
の
観
点
か
ら
分
類
し
、

（
表
三
）
に
し
た
。
表
中
、
（
）
内
の
数
値
は
「
配
偶
者
卜
連
レ
添
ウ
」
意
で

用
い
ら
れ
る
も
の
の
数
（
内
数
）
を
表
す
。
こ
の
表
を
見
る
と
、
「
唐
物
語
」

の
「
あ
ひ
ぐ
す
」
は
、
平
安
時
代
か
ら
の
意
味
の
う
ち
、
「
配
偶
者
卜
連
レ
添

ウ
」
意
だ
け
を
選
択
し
て
受
け
継
ぎ
、
そ
れ
を
格
助
詞
「
二
」
を
受
け
る
形
で

自
動
詞
的
に
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
拡
大
し
た
用
法
は
、
「
宇
治

拾
遺
物
語
』
「
今
物
語
」
、
ま
た
中
世
王
朝
物
語
「
小
夜
衣
」
に
も
見
ら
れ
る
。

な
も
や
く
し
あ
は
れ
み
た
ま
へ
世
の
中
に
あ
り
わ
づ
ら
ふ
も
同
じ
病
を
と

②
 物
語
・
第
一
四
話
）

る
も
の
ひ
と
り
を
ぐ
し
て
、
い
づ
か
た
と
な
く
う
せ
に
け
り
。
（
第
二
十
七
話
）

用
例
①
は
、
篇
を
巧
み
に
吹
く
篇
史
と
妻
弄
玉
が
、
鳳
凰
に
連
れ
ら
れ
て
昇

天
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
用
例
④
は
、
三
千
人
も
の
女
御
・
后
を
抱
え
て

い
た
漢
の
元
帝
が
、
夷
の
王
に
一
人
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、
誰
に
す
る
か
肖

像
画
を
見
て
決
め
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
美
人
の
王
昭
君
が
妬
み
の
せ
い
で
醜

く
描
か
れ
て
い
た
の
で
、
王
昭
君
が
選
ば
れ
て
し
ま
い
、
夷
の
王
は
大
変
喜
ん

で
連
れ
て
帰
っ
た
、
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
複
合
動
詞
「
あ
ひ
ぐ
す
」
を
、
「
配
偶
者
卜
連
レ
添
ウ
」
と

い
う
自
動
詞
用
法
に
用
い
、
単
独
の
「
ぐ
す
」
を
「
引
キ
連
レ
ル
」
と
い
う
他

動
詞
用
法
に
用
い
る
、
と
い
う
明
確
な
使
い
分
け
は
、
平
安
時
代
の
文
献
に
は

認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
平
安
時
代
の
文
献
で
は
、
受
け
る
格
助
詞
が
「
ニ
・

ト
・
ヲ
（
・
無
）
」
と
多
彩
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
唐
物
語
」
で
は
「
二
（
・
無
）
」
し

か
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
『
唐
物
語
」
の
複
合
動
詞
は
、
和
文
的
性
格
を
も
ち
な
が
ら

も
、
独
自
の
様
相
を
示
す
部
分
も
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
用
例
数
が
少

な
く
確
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
「
今
物
語
」
と
の
近
似
性
が
、
こ
こ
に

も
表
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、
鎌
倉
時
代
の
文
献
に
注
目
す
る
と
、
「
水
鏡
」
「
平
治
物
語
」
「
十

訓
抄
j

「
古
今
著
聞
集
」
の
四
作
品
は
「
今
昔
物
語
集
」
の
用
例
の
分
布
と
よ

く
似
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
こ
の
四
作
品
は
、
（
表
一
）
の
検
討
で
、
平
安

時
代
の
文
献
と
の
一
致
度
が
低
い
も
の
に
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
意
味
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
に
侯
ち
た
い
。
以
下
、
鎌
倉
時
代
の
文
献
に
見

ら
れ
る
「
あ
ひ
ぐ
す
」
の
用
例
を
掲
げ
る
。
用
例
①
ー
④
は
「
配
偶
者
卜
連
レ

添
ウ
」
意
（
自
動
詞
用
法
）
の
用
例
で
あ
る
。
用
例
⑤
ー
⑦
は
「
一
緒
二
付

ク
」
意
（
自
動
詞
用
法
）
の
用
例
で
あ
る
。
用
例
⑧
ー
⑩
は
「
引
キ
連
レ
ル
」

意
（
他
動
詞
的
）
の
用
例
で
あ
る
。

〇
「
配
偶
者
卜
連
レ
添
ウ
」
意
（
自
動
詞
用
法
）

①
 
こ
れ
も
今
は
昔
、
源
大
納
言
定
房
と
い
ひ
け
る
人
の
も
と
に
、
小
藤
太

と
云
侍
あ
り
け
り
、
や
が
て
女
に
あ
ひ
具
し
て
ぞ
あ
り
け
る
。
（
宇
治
拾
遺

小
大
進
と
聞
こ
え
し
歌
よ
み
、
い
と
貧
し
く
て
、
太
秦
へ
参
り
て
、
御

前
の
柱
に
書
き
つ
け
け
る
歌
、

鎌
倉
時
代
の
文
献
に
お
け
る
「
あ
ひ
ぐ
す
」
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詠
み
た
り
け
れ
ば
、
ほ
ど
な
く
、
八
幡
の
別
当
光
清
1に
＿あ
＿ひ
＿ぐ
＿し

て
、
楽

し
く
な
り
に
け
り
。（
今
物
語
・
第
二
十
七
話
）

③
　
か
ま
へ
て
人
は
情
有
べ
き
事
な
り
。
か
ゝ
る
心
な
か
り
せ
ば
、
民
部
1に

＿あ
＿ひ
＿具
＿し

て
あ
さ
ま
し
き
有
様
に
て
こ
そ
過
す
べ
き
に
、
か
ゝ
る
情
の
ふ

か
ゝ
り
し
事
も
、
か
く
め
で
た
き
た
め
し
に
な
る
べ
き
に
こ
そ
、
と
お
ぼ

ゆ
。（
小
夜
衣
・
下
）

④

（
妻
帯
シ
タ
コ
ト
ヲ
）
人
に
あ
ま
ね
く
知
ら
せ
ん
と
て
、
家
の
門
に
、

此
女
の
頭
に
い
だ
き
つ
き
て
、
う
し
ろ
に
た
ち
そ
ひ
た
り
。
行
通
る
人
み

て
、
あ
さ
ま
し
が
り
、
心
う
が
る
こ
と
か
ぎ
り
な
し
。
い
た
づ
ら
者
に
な

り
ぬ
と
、
人
に
知
ら
せ
ん
た
め
也
。
さ
り
な
が
ら
、
此
妻
1と
＿あ
＿ひ
＿具
＿し

な

が
ら
、
さ
ら
に
近
づ
く
事
な
し
。（
宇
治
拾
遺
物
語
・
第
一
九
四
話
）

○
「
一
緒
ニ
付
ク
」
意
（
自
動
詞
用
法
）

⑤
　
兄
君
、
さ
ら
ば
と
く
我
ら
が
名
を
あ
ら
は
し
給
ひ
て
よ
、
と
の
た
ま
ひ

し
か
ば
、
ふ
た
り
＿あ
＿ひ
＿ぐ
＿し

て
こ
ほ
り
の
つ
か
さ
の
家
に
お
は
し
て
…

（
水
鏡
・
第
二
五
代
　
顕
宗
）

⑥
　
か
た
は
ら
に
僧
あ
り
て
い
は
く
、「
こ
の
地
蔵
菩
薩
、
は
や
う
賀
能
ち

院
が
、
無
間
地
獄
に
お
ち
し
そ
の
日
、
や
が
て
た
す
け
ん
と
て
、
＿あ
＿ひ
＿具

＿し
て
い
り
給
し
也
」
と
い
ふ
。
夢
心
ち
に
い
と
あ
さ
ま
し
く
て
、「
い
か

に
し
て
、
さ
る
罪
人
1に
は
1具
1し
て
入
給
た
る
ぞ
」
と
問
ひ
給
へ
ば
、
…

（
宇
治
拾
遺
物
語
・
第
八
二
話
）

⑦
　
大
監
物
藤
原
守
光
は
、
侍
学
生
の
中
に
は
名
誉
の
物
に
て
な
む
侍
け

る
。
嘉
応
年
中
に
、
む
こ
薩
摩
守
重
綱
1に
＿あ
＿ひ
＿ぐ
＿し

て
、
彼
国
へ
下
り
た

り
け
り
。（
古
今
著
聞
集
・
巻
第
十
五
　
宿
執
第
二
十
三
）

○
「
引
キ
連
レ
ル
」
意
（
他
動
詞
用
法
）

⑧
　
か
く
て
入
鹿
が
く
び
を
き
る
べ
き
に
て
あ
る
に
、
そ
の
こ
と
を
承
り
た

る
人
ふ
た
り
な
が
ら
お
ぢ
恐
れ
、
あ
せ
を
な
が
し
て
よ
ら
ざ
り
し
か
ば
、

皇
子
そ
の
ひ
と
り
1を
＿あ
＿ひ
＿ぐ
＿し

給
て
入
鹿
が
ま
へ
に
す
ゝ
み
よ
り
て
、
そ

の
人
を
し
て
肩
を
き
ら
し
め
給
つ
。（
水
鏡
・
第
三
七
代
　
皇
極
）

⑨
　
其
間
、
近
辺
ノ
小
家
ニ
カ
ク
シ
置
ケ
ル
郎
等
、
四
五
十
人
ハ
カ
リ
出
来

デ
、
件
ノ
犯
人
1ヲ
＿相
＿具
＿シ

テ
ヰ
テ
去
ヌ
。（
十
訓
抄
・
第
一
）

⑩
　
平
治
元
年
十
二
月
四
日
、
大
宰
大
貮
清
盛
ハ
子
息
重
盛
＿相
＿具
＿シ

テ
年
籠

ト
心
指
、
熊
野
﹇
ヘ
﹈
参
詣
セ
ラ
レ
ケ
リ
。（
平
治
物
語
・
上
巻
）

以
上
、『
唐
物
語
』
に
お
け
る
「
あ
ひ
ぐ
す
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の

結
果
、
語
形
自
体
は
平
安
時
代
か
ら
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
意
味
用

法
に
違
い
が
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
後
は
単
独

の
「
ぐ
す
」
と
の
比
較
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン

の
複
合
動
詞
が
他
に
も
あ
る
の
か
ど
う
か
、
類
例
の
発
見
と
一
般
化
に
向
け
て

個
々
の
複
合
動
詞
に
つ
い
て
更
な
る
分
析
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
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: 
平
安
時
代
の
文
献
に
見
ら
れ
な
い
も
の

本
節
で
は
、
「
唐
物
語
」
の
複
合
動
詞
語
彙
の
う
ち
、
平
安
時
代
の
文
献
に

見
ら
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
（
表
一
）
に
あ
る
よ
う
に
、
平
安
時

代
の
文
献
に
用
い
ら
れ
な
い
複
合
動
詞
は
五
五
語
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
一

0
語

に
は
、
平
安
時
代
の
文
献
に
類
似
の
複
合
動
詞
が
見
ら
れ
る
。
以
下
に
そ
の
一

0語を分類して列挙する（「せためとふ」は重出）。語の下に類似の 小

日i 贔抄 i 闊胃孟拾B 
羹誓
塁i i ； 

文
合 屡 献

語 ／ 
格

計
語 晶集 助

詞

10 1 2 1 1 3 1 1 I 
＾ 6 1 1 1 

r -3 * 

2 1 1 i 
＾ 2 1 1 卜

49 2 3 3 7 34 I 
4 

rつ4一、
ヲ

55 5 2 5 1 3 3 30 6 
9 -6 、 ＾ 3 ^  1 ^  2 無

116 1 ， 5 1 8 3 10 6 65 7 1 
合

’ 1 ＾ 1 ＾ 2 ＾ 18 6 5 2 1 計
ヽ

（
表
三
）

複
合
動
詞
と
そ
の
複
合
動
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
文
献
名
を
記
す
。
複
数
の
用

例
が
あ
る
場
合
、
用
例
数
も
示
し
た
。

敬
語
が
関
係
す
る
も
の

•
い
ひ
く
だ
す
（
言
下
•
四
）
↓
お
ほ
せ
く
だ
す
（
今
昔
1
3例
・
打
聞
）
•
そ

う
し
く
だ
す
（
宇
津
保
・
寝
覚
）
•
ま
う
し
く
だ
す
（
宇
津
保
・
今
昔
）

・
ほ
め
い
ふ
（
褒
言
•
四
）
↓
ほ
め
ま
う
す
（
栄
花
2

例
）
〔
参
考
〕
ほ
め
い

ひ
い
だ
す
（
枕
）

新
古
関
係
に
あ
る
も
の

•
も
れ
き
く
（
漏
聞
•
四
）
↓
も
り
き
く
（
源
氏2
0例
・
寝
覚
1
0例
•
浜
松
・

狭
衣
・
栄
花
2
例
・
今
昔
2
例
・
と
り
4
例）

・
せ
た
め
と
ふ
（
責
問
•
四
）
↓
と
ひ
せ
た
む
（
落
窪
）

・
ほ
ろ
ぼ
し
う
し
な
ふ
（
滅
失
•
四
）
3

例
↓
や
き
う
し
な
ひ
ほ
ろ
ぼ
す

（
狭
衣
）

構
成
要
素
の
一
部
が
類
義
の
別
語
に
な
っ
て
い
る
も
の

．
 

•
う
ら
み
か
な
し
む
（
恨
悲
•
四
）
↓
う
ら
み
か
な
し
ぶ
（
三
宝
）

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

•
か
く
し
は
ぐ
く
む
（
隠
育
・
四
）
↓
か
く
し
や
し
な
ふ
（
浜
松
）

・
せ
た
め
と
ふ
（
責
問
•
四
）
※
重
出
↓
せ
め
と
ふ
（
三
宝2
例
・
宇
津
保
・

今
昔
3
例）

•
た
ち
き
す
（
裁
着
・
下
二
）
↓
た
ち
き
る
（
厳
島
・
高
倉
・
拾
遺
・
堀
河
・

金
葉
〈
三
〉
）

構
成
要
素
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
も
の
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・
た
ち
1ま
1は
1る（
立
回
・
四) →

た
ち
1め
1ぐ
1る（
宇
津
保
・
源
氏
２
例
・
寝
覚
・

浜
松
２
例
・
今
昔
５
例
）

・
も
の
い
ひ
1ゑ
1む
（
物
言
笑
・
四) →

も
の
い
ひ
1わ
1ら
1ふ
（
狭
衣
）

以
上
の
四
類
の
う
ち
、「
敬
語
が
関
係
す
る
も
の
」
は
、
語
形
が
一
致
し
て

い
な
く
て
も
、
セ
ッ
ト
と
な
る
敬
語
形
が
平
安
時
代
の
文
献
に
用
い
ら
れ
て
い

る
な
ら
、
平
安
時
代
の
文
献
に
用
い
ら
れ
る
も
の
に
準
じ
て
扱
う
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、「
い
ひ
く
だ
す
」「
ほ
め
い
ふ
」
は
、
厳
密
に
は

平
安
時
代
の
文
献
に
見
ら
れ
な
い
も
の
に
は
含
め
な
い
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、「
構
成
要
素
の
一
部
が
類
義
の
別
語
に
な
っ
て
い
る
も
の
」
に
つ
い

て
は
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。
類
義
関
係
の
認
定
は
、
ま
ず
は
単
独
用
法
の
分

析
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
な
の
で
、
今
後
、
単
独
用
法
の
用
例
を
検
討
し
て

類
義
関
係
を
確
認
し
、
そ
の
歴
史
的
変
遷
を
明
ら
か
に
し
て
か
ら
、
そ
れ
が
複

合
動
詞
の
形
成
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
か
を
考
察
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

以
下
、
本
稿
で
は
、
右
の
二
類
を
除
き
、
残
る
「
新
古
関
係
に
あ
る
も
の
」

と
「
構
成
要
素
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
も
の
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

新
古
関
係
に
あ
る
も
の

こ
れ
に
該
当
す
る
の
は
「
も
れ
き
く
」
の
一
語
で
あ
る
。
四
段
活
用
の
「
も

る
」
か
ら
下
二
段
活
用
の
「
も
る
」
へ
の
移
行
が
関
係
し
て
い
る
。
ま
ず
、
用

例
を
掲
げ
る
。

①
　
杵
臼
程
嬰
と
い
ふ
二
人
の
つ
か
は
れ
人
、
あ
る
じ
を
思
心
ふ
か
け
れ

ば
、
ひ
と
し
れ
ず
か
く
し
は
ぐ
ゝ
み
て
、
も
し
む
ま
れ
た
ら
ん
子
お
の
こ

な
ら
ば
、
お
や
の
か
た
き
を
も
思
し
り
な
ん
、
た
ゞ
い
か
に
も
し
て
事
な

く
人
と
な
ら
む
こ
と
を
思
は
か
ら
ひ
け
る
を
、
か
た
き
＿も
＿れ
＿き
＿ゝ

て
め
ざ

ま
し
く
な
ん
覚
け
れ
ば
、
な
を
た
づ
ね
も
と
め
て
も
そ
の
あ
と
を
う
し
な

は
ん
と
思
へ
り
け
り
。（
唐
物
語
・
第
二
十
話
）

②
　
さ
て
か
よ
ひ
給
は
む
も
さ
す
が
に
す
ゞ
ろ
な
る
心
ち
し
て
、
か
るd

c

し
う
も
て
ひ
が
め
た
る
と
人
も
や
＿も
＿り
＿き
＿か

む
、
な
ど
つ
ゝ
ま
し
け
れ

ば
、
た
ゞ
む
か
へ
て
む
と
お
ぼ
す
。（
源
氏
物
語
・
若
紫
）

③

「
か
ば
か
り
ち
か
き
ほ
ど
に
月
ご
ろ
侍
に
、
を
の
づ
か
ら
、
な
め
げ
な

る
あ
り
さ
ま
も
、
＿も
＿り
＿き
＿ゝ

給
ふ
ら
ん
。
か
し
こ
ま
り
と
り
そ
へ
て
。
け

ふ
よ
き
日
に
も
あ
り
け
り
。
か
の
御
方
に
い
ま
ゝ
で
ま
い
ら
ぬ
よ
、
い
と

た
い
ぐ
し
き
こ
と
な
り
や
」
と
の
た
ま
ひ
て
、（
夜
の
寝
覚
・
巻
一
）

④
　
近
比
、
近
江
国
か
い
づ
に
、
金
と
い
ふ
遊
女
あ
り
け
り
。
そ
の
所
の
沙

汰
の
物
な
り
け
る
法
師
の
妻
に
て
、
年
比
す
み
け
る
に
、
件
法
師
、
又
あ

ら
ぬ
君
に
心
を
う
つ
し
て
か
よ
ひ
け
る
を
、
金
1も
1れ
1き
1ゝ
て
、
や
す
か
ら

ず
お
も
ひ
け
り
。（
古
今
著
聞
集
・
巻
第
十
　
相
撲
強
力
第
十
五
）

⑤
　
は
か
な
く
秋
に
も
な
り
ぬ
れ
ば
、
姫
君
は
、
御
身
か
く
れ
な
き
ほ
ど
に

見
え
給
へ
ば
、
宰
相
の
乳
母
、
少
将
な
ど
は
、
心
ぐ
る
し
く
見
き
こ
え

て
、「
さ
こ
そ
お
ぼ
し
は
ぐ
ゝ
み
給
ふ
と
も
、
大
殿
な
ど
も
1も
1れ
1き
1ゝ
給

ひ
て
は
、
つ
ひ
に
お
ぼ
し
め
し
う
と
ま
れ
た
ま
は
ん
ず
ら
ん
」
と
、
心
の

ひ
ま
な
く
な
げ
き
ゐ
た
り
。（
あ
き
ぎ
り
・
上
）

⑥

（
参
考
）
を
の
づ
か
ら
＿も
＿り
＿き
＿ゝ

た
る
人
も
や
な
ど
、
な
べ
て
の
世
さ
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へ
、
は
づ
か
し
き
心
ち
し
給
ひ
て
、
は
る
、
よ
な
き
心
地
し
な
が
ら
、
お

は
し
つ
き
た
れ
ば
、
い
と
ゞ
さ
ま
か
は
り
た
る
す
ま
ひ
も
、
心
に
も
つ
き

た
ま
は
ず
。
（
あ
き
ぎ
り
・
上
）

用
例
①
は
「
唐
物
語
」
の
「
も
れ
き
く
」
の
例
で
、
主
君
を
殺
さ
れ
た
杵
臼

と
程
嬰
と
い
う
二
人
の
家
来
が
、
主
君
の
遺
し
た
子
供
を
守
り
育
て
る
が
、
仇

が
そ
の
存
在
を
知
り
、
抹
殺
し
よ
う
と
す
る
、
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
「
隠
そ

う
と
し
て
い
た
情
報
が
ど
こ
か
か
ら
漏
れ
、
そ
れ
を
相
手
が
知
る
」
と
い
う
意

味
に
な
る
。
用
例
②
は
「
源
氏
物
語
」
の
「
も
り
き
く
」
の
例
で
、
光
君
が
若

紫
を
一
気
に
二
条
院
に
引
き
取
っ
て
し
ま
お
う
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

の
例
は
用
例
①
の
「
も
れ
き
く
」
と
同
様
の
意
味
を
表
す
。
用
例
③
、
⑥
も
同

様
で
あ
る
。
一
方
、
用
例
④
、
⑤
は
鎌
倉
時
代
の
文
献
の
用
例
で
、
用
例
①
と

同
様
の
意
味
で
「
も
れ
き
く
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

中
田
(
-
九
八
三
）
の
「
も
る
」
の
項
目
の
「
語
誌
」
欄
に
は
、
下
―
一
段
活

用
の
「
も
る
」
は
四
段
活
用
の
「
も
る
」
に
比
べ
て
か
な
り
遅
れ
て
現
れ
る
、

と
あ
る
。
ま
た
、
「
秘
密
が
他
に
知
れ
る
」
意
味
の
「
も
る
」
は
、
「
源
氏
物

（
注
匹
）

語
」
以
後
、
四
段
か
ら
下
二
段
に
移
行
す
る
、
と
も
あ
る
。
一
方
、
複
合
動
詞

の
構
成
要
素
と
し
て
の
「
も
る
」
は
下
―
一
段
化
が
遅
れ
た
よ
う
で
、
平
安
時
代

末
期
ま
で
は
四
段
活
用
が
一
般
的
で
、
下
二
段
活
用
は
わ
ず
か
し
か
見
ら
れ
な

い
。
用
例
⑤
、
⑥
に
、
中
世
王
朝
物
語
「
あ
き
ぎ
り
」
の
用
例
を
掲
げ
て
い
る

が
、
用
例
⑤
は
「
も
れ
き
く
」
だ
が
、
用
例
⑥
（
参
考
）
は
「
も
り
き
く
」
で
、

新
旧
両
方
の
形
が
見
ら
れ
る
。
中
世
王
朝
物
語
は
平
安
時
代
和
文
、
特
に
「
源

此
（
の
）
少
将
の
君
の
前
に
落
し
た
り
け
れ
ば
、
見
つ
け
給
ひ
て
、
委
し

く
心
づ
き
た
る
君
に
て
、
「
誰
が
ぞ
」
と
帯
刀
に
問
ひ
せ
た
め
給
ひ
け
れ

ば
、
か
く
さ
で
、
し
か

r＼
と
申
（
し
）
け
れ
ば
、
…
（
落
窪
物
語
・
巻
之
一
）

用
例
①
は
「
唐
物
語
」
の
「
せ
た
め
と
ふ
」
の
例
で
あ
る
。
犬
と
契
り
を
交

わ
し
た
女
が
、
不
審
に
思
っ
た
女
主
人
に
問
い
詰
め
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
。
次

の
用
例
②
は
「
落
窪
物
語
」
の
「
と
ひ
せ
た
む
」
の
例
で
あ
る
。
帯
刀
が
落
と

し
た
手
紙
を
、
蔵
人
の
少
将
が
見
つ
け
て
誰
の
手
紙
か
問
い
詰
め
る
、
と
い
う

場
面
で
あ
る
。
用
例
①
と
は
構
成
要
素
の
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。

②
文
の
返
り
事
を
、
痴
れ
た
る
物
に
て
、
懐
に
入
れ
て
持
た
り
け
る
を
、

物
語
・
第
二
十
七
話
）

氏
物
語
j

や
「
狭
衣
物
語
」
の
影
響
を
強
く
受
け
て
お
り
、
平
安
時
代
の
語
句

や
語
法
を
規
範
的
に
用
い
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
古
い
語
形
で
あ
る

「
も
り
き
く
」
が
ま
ま
見
ら
れ
る
。

こ
れ
に
該
当
す
る
の
は
「
せ
た
め
と
ふ
」
と
「
ほ
ろ
ぼ
し
う
し
な
ふ
」
の
二

語
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
せ
た
め
と
ふ
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

①
「
そ
れ
は
い
か
な
る
こ
と
ぞ
」
と
だ
づ
ね
ど
ぴ
け
れ
ば
、
あ
り
の
ま
、
に

い
は
ん
も
心
う
く
お
ぼ
え
て
、
な
に
か
と
い
ひ
ま
ぎ
ら
は
す
を
し
ゐ
て
せ

た
め
と
ひ
け
れ
ば
、
あ
ら
が
ふ
べ
き
か
た
な
く
て
、
「
わ
が
居
所
を
さ
り

げ
な
く
て
時
／
＼
み
給
へ
」
と
を
し
ふ
る
を
、
あ
や
し
と
思
て
そ
の
、
ち

つ
ね
に
う
か
ゞ
ひ
み
る
に
、
う
ち
た
え
で
こ
の
犬
と
ふ
た
り
ね
た
り
。
（
唐

構
成
要
素
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
も
の
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用
例
②
で
は
「
帯
刀
に
」
と
格
助
詞
「
ニ
」
を
受
け
て
お
り
、「
と
ひ
せ
た

む
」
の
前
項
「
と
ふ
」
に
意
味
の
重
点
が
あ
る
。
後
項
の
「
せ
た
む
」
は
、
前

項
の
「
問
ウ
」
動
作
が
厳
し
い
と
い
う
こ
と
を
、
補
助
的
に
意
味
に
加
え
て
い

る
。
一
方
、
用
例
①
の
「
せ
た
め
と
ふ
」
は
、
当
該
箇
所
の
直
前
に
「
た
づ
ね

と
ふ
」
が
見
ら
れ
、
こ
の
場
面
が
全
体
と
し
て
質
問
し
て
い
る
と
い
う
文
脈

上
、
や
は
り
「
と
ふ
」
に
意
味
の
重
点
が
あ
る
と
す
る
と
、
前
項
の
「
せ
た

む
」
は
そ
の
意
味
を
後
項
の
「
と
ふ
」
に
副
詞
的
に
付
加
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
平
安
時
代
の
文
献
に
見
ら
れ
る
複
合
動
詞
で
、「
せ
た
む
」
を
構
成
要
素

に
持
つ
も
の
は
四
語
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
三
語
は
後
項
に
く
る
も
の
で
あ
る
（
注
五
）。

こ
こ
か
ら
、「
せ
た
む
」
の
用
法
に
つ
い
て
、
平
安
時
代
に
は
複
合
動
詞
の
後

項
と
し
て
補
助
動
詞
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
複

合
動
詞
の
前
項
と
し
て
副
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
仮
説

を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
お
わ
り
に

本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
一
二
世
紀

の
中
末
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
唐
物
語
』
の
複
合
動
詞
語
彙
は
、
時
代
と

し
て
は
平
安
時
代
の
文
献
に
用
い
ら
れ
る
複
合
動
詞
語
彙
を
基
幹
と
し
、
ジ
ャ

ン
ル
と
し
て
は
物
語
・
日
記
・
和
歌
の
文
献
寄
り
の
複
合
動
詞
語
彙
を
用
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

次
に
、「
あ
ひ
ぐ
す
」
を
取
り
上
げ
た
検
討
で
、
平
安
時
代
の
複
合
動
詞
を

意
識
的
に
用
い
、
明
確
な
使
い
分
け
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
点

で
、
和
文
的
な
性
質
を
持
ち
な
が
ら
も
、
独
自
の
様
相
を
示
す
も
の
と
言
え

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
類
例
の
検
討
に
努
め
た
い
。

そ
し
て
、
平
安
時
代
の
文
献
に
見
ら
れ
な
い
も
の
の
検
討
で
は
、
様
々
な
パ

タ
ー
ン
の
も
の
が
あ
っ
た
が
、
歴
史
的
な
変
化
と
い
う
こ
と
で
は
、「
も
り
き

く
」
か
ら
「
も
れ
き
く
」
へ
の
移
行
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、「
せ
た
む
」
の

用
法
に
関
し
て
、
時
代
に
よ
っ
て
「
せ
た
む
」
を
含
む
複
合
動
詞
の
意
味
の
重

点
が
変
化
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

（
注
）

一

『
唐
物
語
』
に
つ
い
て
…
一
二
世
紀
中
末
期
（
一
一
五
一
〜
一
一
八
八
ご
ろ
）
成
立
。

作
者
は
藤
原
成
範
か
。
長
短
さ
ま
ざ
ま
な
中
国
故
事
二
十
七
篇
を
歌
物
語
風
に
翻
訳
し

た
も
の
。
各
話
は
い
ず
れ
も
「
む
か
し
」
で
始
ま
り
、
必
ず
和
歌
を
含
む
。
典
拠
は
『
蒙

求
』『
白
氏
文
集
』
な
ど
で
あ
る
が
、
単
に
故
事
を
そ
の
ま
ま
紹
介
す
る
の
で
は
な
く
、

意
図
的
な
改
変
が
多
く
見
ら
れ
る
。
中
国
の
故
事
を
教
養
と
し
て
習
得
し
よ
う
と
す
る

女
性
の
た
め
の
作
品
。
従
来
「
説
話
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
が
、「
短
編
物
語
集
」
と

し
て
捉
え
た
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。
以
上
、
池
田
（
一
九
八
六
）、
小
林
（
二
〇
〇
三
）
を

参
考
に
し
た
。

二
　
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
中
期
に
か
け
て
、『
唐
物
語
』
や
『
古
本
説
話
集
』（
上

巻
）、『
今
物
語
』
と
い
っ
た
、
和
歌
を
含
む
短
編
物
語
集
が
相
次
い
で
編
ま
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
教
養
書
と
し
て
の
側
面
を
有
し
て
お
り
、
説
話
作
品
と
も
関
連
を
持
ち
つ
つ
、

仮
名
文
体
の
一
ジ
ャ
ン
ル
を
構
成
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
、
本
稿
の
筆
者
は
考
え

て
い
る
。

三
『
唐
物
語
』
の
用
例
は
尊
経
閣
文
庫
本
（
Ａ
類
本
）
を
用
い
、
必
要
に
応
じ
て
他
本
の
本
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文
を
参
照
し
た
。

四
「
語
誌
」
欄
の
執
筆
者
は
岡
村
昌
夫
氏
。

五
「
い
ひ
＿せ
＿た
＿む

」（
狭
衣
物
語
・
古
本
説
話
集
）、「
と
ひ
＿せ
＿た
＿む

」（
落
窪
物
語
）、「
も

み
＿せ
＿た
＿む

」（
狭
衣
物
語
）。「
せ
た
む
」
が
前
項
に
く
る
も
の
は
「
＿せ
＿た
＿め

お
ほ
す
」（
三

宝
絵
詞
）。

（
参
考
文
献
）

・
青
木
伶
子
（
一
九
六
五
）『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』（
武
蔵
野
書
院
）

・
池
田
利
夫
（
一
九
七
五
）『
唐
物
語
　
校
本
及
び
総
索
引
』（
笠
間
書
院
）

・
池
田
利
夫
（
一
九
八
三
）『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
岩
波
書
店
）「
唐
物
語
」
の
項

・
泉
基
博
（
一
九
八
二
）『
十
訓
抄
本
文
と
索
引
』（
笠
間
書
院
）

・
小
林
保
治
（
二
〇
〇
三
）『
唐
物
語
　
全
訳
注
』（
講
談
社
学
術
文
庫
）
※
『
唐
物
語
全

釈
』（
笠
間
書
院
・
一
九
九
八
）
の
文
庫
版

・
境
田
四
郎
（
一
九
七
五
）『
宇
治
拾
遺
物
語
総
索
引
』（
清
文
堂
）

・
榊
原
邦
彦
（
一
九
九
〇
）『
水
鏡
　
本
文
及
び
総
索
引
』（
笠
間
書
院
）

・
坂
詰
力
治
・
見
野
久
幸
（
一
九
九
七
）『
半
井
本
平
治
物
語
本
文
お
よ
び
語
彙
索
引
』（
武

蔵
野
書
院
）

・
鈴
木
一
彦
・
鈴
木
雅
子
・
村
上
も
と
（
二
〇
〇
五
）『
無
名
抄
総
索
引
』（
風
間
書
房
）

・
中
田
祝
夫
（
一
九
八
三
）『
小
学
館
　
古
語
大
辞
典
』（
小
学
館
）

・
東
辻
保
和
・
岡
野
幸
夫
・
土
居
裕
美
子
・
橋
村
勝
明
編
（
二
〇
〇
三
）『
平
安
時
代
複
合

動
詞
索
引
』（
清
文
堂
）

・
三
木
紀
人
（
一
九
九
八
）『
今
物
語
　
全
訳
注
』（
講
談
社
学
術
文
庫
）

・
峰
岸
明
・
有
賀
嘉
寿
子
（
二
〇
〇
二
）『
古
今
著
聞
集
総
索
引
』（
笠
間
書
院
）

・
安
田
孝
子
・
梅
野
き
み
子
・
野
崎
典
子
・
森
瀬
代
士
枝
（
二
〇
〇
一
）『
撰
集
抄
自
立
語

索
引
』（
笠
間
書
院
）

（
追
記
）

本
稿
は
、
平
成
二
〇
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
の
席
上
等
で
松
本
光
隆
先
生
を
は
じ
め
多
く
の
方
か
ら
貴
重

な
ご
意
見
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

―
お
か
の
・
ゆ
き
お
、
鳥
取
短
期
大
学
准
教
授
―
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